
農学部の教育目標及びディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシーについて 

 

【教育目標】 

山形大学の教育目標を踏まえ、農学部では食料不足、資源の枯渇、環境の破壊、生物多様性の減

少、地球温暖化など、農学に関するより複雑で多面的かつ大規模化している諸問題に対し、細分化

した知識や技能の修得だけでなく、「広義の農学」に含まれる食料－生命－環境に関する多面的な

諸課題を理解し、複眼的で総合的な判断力やバランス感覚を有する人材を育てることを目標として

います。 

 

【卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】 

山形大学の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）のもと、教育プログラム（農学）では、基盤

教育及び学部の専門教育を通じて、以下のような知識や能力を獲得した学生に「学士（農学）」の学

位を授与します。 
 
１．豊かな人間性と社会性 

(1) 人類の叡智と多様性に関心を持ち、洞察力をもって主体的、自律的に学び続けることができる。 
(2) 健全な批判精神を持つ良識ある市民としての倫理観と責任感を持っている。 
(3) 変化する社会の諸問題に他者と協働的に挑戦し、地域から世界へ羽ばたく勇気がある。 

 
２．幅広い教養と汎用的技能 

(1) 自分がどのような社会状況の中で生きているかを認識し、それをもとに判断し、行動できる。 
(2) 現代社会を生き抜くための基本技能として、論理的思考力とチームワーク力及び膨大な情報の

取捨選択力を身につけ、社会生活に活用できる。 
(3) 他者の多様な価値観を理解し、自らの考えを論理的に説明することにより、相互理解を促進す

るコミュニケーション能力がある。 
 
３．専門分野の知識と技能 

(1) 食料、生命、環境科学について総合的な判断力とバランス感覚を身につけている。 
(2) 食料、生命、環境科学について強い好奇心と探求心を身につけている。 
(3) 選択したコースの専門的な知識、技術、情報処理方法、語学力を身につけている。 
(4) 基礎科学と基礎技術に関する知識を多角的に使うことができ、多面的に応用できる技能を身に

つけている。 
(5) 研究実行力、科学的思考力、問題解決力を身につけている。 
(6) 「基幹プログラム」の履修者は、上記(1)～(5)に加えて、選択したコースにおけるより高度な

専門知識や技術を身につけている。 
(7) 「国際展開プログラム」の履修者は、上記(1)～(5)に加えて、グローバル化の進む日本社会の

課題を解決するための国際的感覚や語学力を身につけている。 
(8) 「地域創生プログラム」の履修者は、上記(1)～(5)に加えて、地域の活性化とその好循環の維



持を実現するための地域社会をマネジメントする能力を身につけている。 
 
【教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）】 

 山形大学の教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）に沿って、教育プログラム（農

学）では、農学部学生が体系的かつ主体的に学習できるように教育課程を編成し、これに従って教

育を行います。 
 
１．教育課程の編成・実施等 

(1) 学士課程基盤教育においては、豊かな人間力と社会力を醸成する基盤教育科目と、専門分野の

中核となる概念や原理を理解する基盤専門科目とが有機的に構造化されたカリキュラムを編成

する。 
(2) 食料、生命、環境科学について総合的で幅広い知識を持つため、基盤専門科目において、コー

ス配属前の学生に対し、専門基礎導入科目を開講し、幅広い分野の教育を展開する。コース配属

後も、幅広い分野の教育を受けられるように学科共通科目やコース選択科目を配置する。 
(3) 強い好奇心と探求心、諸課題への高い見識と展望を持って自ら解決する能力と、総合的な判断

力を有した学生を育てるため、講義科目と実験・実習、演習科目とを効果的に配置し、併せて、

学習の成果を社会生活や職業生活の場で生かせるよう、キャリア科目及び、学外・海外での実習

科目を開講する。 
(4) 各コースにおいて定める専門的知識と能力が身につくよう、各コースに専門科目を配置する。 
(5) 学部・学科を超えた授業科目を展開する一方、卒業時の学習到達目標の達成に必要な科目を選

択するため、各授業科目で修得される知識・能力等を明確化したシラバスを作成する。 
(6) 各コースにおける課題を解決するための理論や技術を学んだ上に、専門分野のより高度な知識

の習得を目指す「基幹プログラム」を配置する他、それらの理論や技術を活かして国際的に活躍

したい学生を対象とする「国際展開プログラム」、及び、地域の活性化に貢献したい学生を対象

とする「地域創生プログラム」も配置する。 
 
２．教育方法 

(1) 生涯を通じて主体的に学び続ける動機づけとなるような、多様で学際的な知識と技能が身につ

く初年次教育を展開する。また、必要に応じて、基礎学力の定着を目的とした授業時間外学習を

促す。 
(2) 自ら課題を発見して、解決に向けて探求し、成果を表現する能力を培うため、協働による参加

型、対話型の学生主体の授業を拡充する。 
 
３．教育評価 

(1) 学習者が到達度を確認できる明確な成績評価基準を策定し、不断の教育課程の点検と学生の学

習成果を組織的に評価する。 
(2) 良識ある市民に求められる知識と技能、さらには主体的・自律的に学習に取り組む姿勢を評価

する。 


